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研究成果の概要（和文）：1990年代に経済改革に乗りだして以降、インドは急速な経済成長、
また貧困率の低下で注目されてきた。しかし労働市場のマクロレベルのデータからは、貧困緩

和に見合った変化は十分に浮かび上がってこない。そこで本研究では、都市インフォーマル・

セクター労働者や「寄せ場」日雇い労働者など多様な分野の労働者に関するフィールド調査、

また日系企業へのアンケート調査等を行い、労働者の雇用・労働の実態と世代内・世代間モビ

リティを探究し、マクロレベルのデータからだけでは見えにくい貧困緩和のメカニズムを明ら

かにしようとした。 
 
研究成果の概要（英文）：Since the inception of economic reforms in the 1990s, India has had 
a great deal of attention for its high economic growth and a steady decline of poverty. But 
the overall employment trends have not necessarily shown the changes which may lead to 
poverty reduction. In this research, therefore, I attempted to clarify the mechanism of 
poverty alleviation by exploring the recent employment situation, working conditions and 
inter- and intra-generational mobility of the urban workers, based on secondary data and 
empirical research that includes field surveys on urban informal sector workers, casual 
workers in the daily labour markets, etc. and a mail-back survey on some Japanese 
companies in India. 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年代に始まった経済改革以降、イン
ドは急速な経済成長を達成し、同時に貧困率
の低下を実現してきた。ところが、貧困緩和
の重要な前提となる雇用・労働環境の変化は

芳しいものではなく、マクロ統計データから
現れる労働市場の変化も緩慢である。つまり、
成長産業が新たな雇用機会を生み出し、中間
層ないし豊かなエリート労働者の規模が膨
らんできた一方、多くの労働者が零細な自営
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業や日雇い仕事に従事している状況に変化
はない。また労働・社会保障法の適用対象と
なる組織部門の雇用が伸び悩んできたこと
もこれまで指摘されてきた。こうしてインド
人口の大多数を占めるなお貧しい「普通の人
びと」の貧困緩和や中間層の拡大が、労働市
場でどのように実現されてきたのかがマク
ロレベルのデータからは見えにくい。さらに
インドの社会階層構造がこの過程でどう変
わってきたのかも十分明らかにされてこな
かった。貧困緩和と社会変容のメカニズムを
理解するには、この一見矛盾する状況の解明
が不可欠であり、そのためには、ミクロレベ
ルの調査を実施し、その実態から学び考察す
ることが求められる。 
 
２．研究の目的 
経済改革以降のインド経済の急成長は、ア

ジアにおける巨象の台頭として近年注目を
集めてきた。しかし成長局面が脚光を浴び、
貧困緩和とその計測手法が盛んに議論され
てきた反面で、貧困層の動態、貧困緩和、ひ
いては中間層への上向移動のメカニズムは
まだ十分議論されてきたとは言えない。とく
に労働市場を通じて生じてきた変化につい
ては、マクロレベルのデータだけでは分析に
限界があると思われる。そこで本研究の目的
は、その限界を多様なフィールド調査で補い、
インドの経済発展の影響が労働市場という
チャネルを通じて人びとに及んできたメカ
ニズム、あるいはその阻害要因をとくに都市
に焦点を絞って考察することである。 
 
３．研究の方法 
そこで次のような研究方法をとった。 

(1) 経済改革が始まって以降のマクロ経済
の変化を踏まえ、労働市場構造の変化と現状
を、主に主要統計データの解析と文献研究に
基づいて考察した。 
 
(2) 労働市場における貧困緩和の進行・阻害
のメカニズムをフィールド調査によって明
らかにしようとした。ただし、労働市場が分
断されているインドでは、貧困から成長路線
に転じていくチャンスがすべての社会階層
の人びとに等しく開かれているわけではな
い。したがってフィールド調査は、複数の雇
用分野・労働者集団について行い、それぞれ
の社会階層構造を視野に入れて分析した。具
体的な対象は次のとおり。①インフォーマ
ル・セクター労働者：アフマダーバードの 10
のスラムに居住するインフォーマル・セクタ
ー労働者の雇用・労働とモビリティを調査 
②日雇い建設労働者：アフマダーバードの 10
の「寄せ場」に集まる建設労働者に関する聞
き取り調査 ③中間層労働者：IT関連サービ
スなどのホワイトカラー職就業者への聞き

取り調査 ④インド日系企業：リクルート・
人材育成政策に関する郵送でのアンケート
調査 ⑤デリーの日本語学校生徒：外資系
（日系）企業就業者の予備軍としてアンケー
ト調査。 
 
４．研究成果 
(1) 経済自由化以降のインドの経済成長は
めざましく、経済の成長と構造変化は、貧困
層の底上げも一定程度実現してきた。巨大人
口を抱えながら、人間開発・社会開発面での
成果も徐々に表れている。他方、日雇いや自
営業者が就業者の大部分を占め、組織部門雇
用が伸び悩んで、非正規雇用が拡大している
など、貧困緩和につながるはずの雇用・労働
状況の改善は、労働市場のマクロレベルの変
化からは浮かび上がってこなかった。そうし
た中で、データの精度・推計方法上の問題が
残るとはいえ、あらゆる労働者集団で実質賃
金の上昇が実現され、また労働者自身の質的
変化（教育レベルの上昇）が生じてきたこと
は、インフォーマル・セクター労働者内部で
の上向モビリティ、ひいては貧困緩和を支え
てきた変化としても注目すべき点である。そ
して、労働市場におけるモビリティが社会集
団間で必ずしも均等ではなかったことも、先
行研究の議論を通して指摘した。主にマクロ
レベルの統計データから明らかになったこ
うした理解を前提に、フィールド調査を実施
し、モビリティの実態をさらに具体的に考察
した。その成果は次のとおりである。 
 
(2) 中間層労働者に関する研究は、文献研究
に加え、①もと工場労働者の子でホワイトカ
ラー職に従事している人びとへの聞き取り、
②デリーの日本語学校生徒へのアンケート
調査、③インド日系企業調査への郵送アンケ
ート調査、によって進めた。①からはブルー
カラー職からホワイトカラー職への世代間
職業変化に教育が果たした役割が、逆に②か
らは、上位中間層の多国籍企業就業希望者に
おける職業と教育の世代間継続性が、そして
③ではインドにおける雇用慣行の変化、つま
り雇用制度のフォーマル化と関連業務の外
部化傾向が明らかになった。 
 
(3) インフォーマル・セクター労働者調査の
主要な目的は、インフォーマル・セクター内
部でのモビリティないし貧困緩和のメカニ
ズムを探ることであった。5種の産業で働き、
日雇い、常用、自営業など雇用形態の異なる
インフォーマル・セクター労働者を対象に戸
別訪問調査を行った。分析の結果、全般的な
教育レベルの低さや低位の社会集団出身者
の集中など、インフォーマル・セクター労働
者の特徴が確認されたとともに、転職による
世代内上向移動の実現、複数家族の就労によ



 

 

る世帯所得の上昇、祖父―父―本人と続いて
きた教育・職業面での世代間モビリティが、
子世代で低迷していること等が明らかにな
った。 
 
(4) 急成長する建設産業を支えてきた日雇
い建設労働者の調査も、その実態とモビリテ
ィの追究が目的であった。日雇い建設労働者
は、都市労働市場の底辺に位置づけられる労
働者といえるが、その中にも、社会集団など
の出自と関わる階層性や、それと結びついた
一定の職業モビリティがみられた。また、建
設需要の拡大と、他方で政府の農村雇用保障
計画の影響を受け、労働力不足による賃金上
昇傾向がみられたことも、底辺労働者の労働
環境変化として興味深い発見であった。ただ
し、詳細な聞き取り調査からは、彼らの暮ら
しの実態と将来、つまり貧困脱却の可能性を
計るには、賃金上昇や子世代の就学状況など
の経済・社会指標だけでなく、人間らしい暮
らしの物的土台も不可欠な指標だと痛感さ
れた。 
 以上の研究成果の詳細は、殆どが研究ノー
トか論文にまとめられ、また関連研究会で報
告されてきたが、これらを一冊の著書にまと
め近々公刊の予定である。 
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